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講師：江戸川病院メディカルクリニック篠崎駅西口　フットケアーセンター長
　　　新城　孝道　先生

講演（Ⅱ）「透析患者の運動について」
講師：日本大学附属駿河台病院　循環器内科　鈴木　康之　先生

講演（Ⅰ）「透析と心臓（循環器）」（仮題）

写真左上・学習会、右上・東腎協総会、左下・４０周年祝賀会、右下・国会請願
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

第
８
回
総
会
及
び
第
３
回
大
会
の
ご
案
内

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
定
款
第
２４
条
を
遵
守
し
、
左
記
の
と
お
り
正
会
員
の
み
で
第
８
回
総
会
を
戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
大
研
修
室
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。
第
３
回
大
会
は
、
す
べ
て
の
方
が
参
加
で
き
ま
す
。
但
し
、
非
会
員
の
方
は
参
加
費
と
し
て
当
日
千
円（
昼
食
代
）

を
受
付
に
お
支
払
い
頂
き
ま
す
様
、
お
願
い
致
し
ま
す
（
会
員
及
び
家
族
無
料
）。

記

日
時

２
０
１
３
年
６
月
２３
日
（
日
）
午
前
９
時
３０
分
開
場

※
正
会
員
の
み

次
第

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
第
８
回
総
会
（
午
前
１０
時
００
分
か
ら
午
前
１１
時
５０
分
）
※
参
加
者
は
こ
の
議
案
集
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

第
３
回
大
会

午
前
１１
時
５０
分
開
場
（
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
）

講
演
（
一
）「
透
析
と
心
臓
（
循
環
器
）」（
仮
題
）

日
本
大
学
附
属
駿
河
台
病
院

循
環
器
内
科

鈴
木

康
之

先
生

講
演
（
二
）「
透
析
患
者
の
運
動
に
つ
い
て
」

江
戸
川
病
院
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
篠
崎
駅
西
口

フ
ッ
ト
ケ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
長

新
城

孝
道

先
生

会
場

戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
（
全
国
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
大
研
修
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３
（
３
２
０
４
）
３
６
１
１
（
代
）

交
通

●
東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
・
早
稲
田
駅

３
ｂ
出
口
出
て
み
ず
ほ
銀
行
の
先
の
馬
場
下
町
交
差
点
を
左

に
曲
が
り
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
の
敷
地
に
沿
っ
て
進
み
２
２
０
Ｍ
ほ
ど
進
む
と
Ｔ
字
路
に
な
り

ま
す
。
左
折
し
て
坂
道
を
登
り
２
２
０
Ｍ
ほ
ど
進
み
、
最
初
の
信
号
を
左
折
し
２
０
０
Ｍ
ほ
ど
で

到
着
。（
徒
歩
１０
分
）

●
大
江
戸
線
若
松
河
田
駅
改
札
出
て
右
に
進
み
、
河
田
口
の
前
が
交
差
点
で
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
２

２
０
Ｍ
ほ
ど
直
進
し
、
そ
の
先
を
右
斜
め
方
向
に
進
み
坂
道
を（
下
り
）２
２
０
Ｍ
ほ
ど
で
到
着
。

※
坂
道
の
右
側
に
は
歩
道
が
な
い
の
で
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
交
差
点
側
を
歩
く
。（
徒
歩
１０
分
）

駐
車
場

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
機
関
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

２０１３年度ＮＰＯ東腎協執行部（案）
２０１３年４月３０日現在

№ 役職名 氏 名 ふりがな ブロック 患者会名・クリニック名

１ 会 長 藤田 吉彦 ふじた よしひこ 中南 小池会

２ 筆頭副会長 小野 誠 おの まこと 多摩 吉祥寺あさひ腎友会 （全腎協副会長）

３ 副会長 戸倉 振一 とくら しんいち 東部 森山友の会 （全腎協社員代表）

４ 副会長 須賀 春美 すが はるみ 中南 虎の門高津会

５ 副会長 梅原 秀孝 うめはら ひでたか 多摩 府中けやき会

６ 事務局長 岸里 悟 きしさと さとる 東部 森山友の会

７ 会 計 軽部 和之 かるべ かずゆき 多摩 立川相互病院透析室希望会

８ 理 事 飯箸 孝太郎 いいはし こうたろう 東部 清湘会記念病院腎友会

９ 理 事 石井 虎二 いしい とらじ 東部 瑞江腎クリニック腎友会

１０ 理 事 板橋 俊司 いたばし しゅんじ 多摩 日野クリニック腎友会

１１ 理 事 糸 修 いと おさむ 多摩 すながわ相互診療所患者会いずみ

１２ 理 事 金井 信憲 かない のぶのり 東部 新江東橋クリニック腎友会

１３ 理 事 齊藤 和巳 さいとう かずみ 多摩 八王子東町クリニック「桑の実会」

１４ 理 事 榊原 靖夫 さかきばら やすお 北部 高中腎友会

１５ 理 事 宿野部 武志 しゅくのべ たけし 中南 腎内科クリニック世田谷患者友の会

１６ 理 事 中村 博 なかむら ひろし 東部 新葛友の会

１７ 理 事 麓 卓治 ふもと たくじ 北部 優人クリニック患者会

１８ 理 事 古木 直之 ふるき なおゆき 北部 鶴田クリニック友の会

１９ 理 事 吉澤 正雄 よしざわ まさお 東部 新小岩クリニック友の会・船堀

２０ 理 事 吉田 芳子 よしだ よしこ 多摩 南大沢パオレ腎友会

２１ 監 事 小関 盛通 こせき もりみち 東部 柳原健腎会

２２ 監 事 山口 登 やまぐち のぼる 多摩 個人会員

２３ 相談役 一ノ清 明 いちのせ あきら 中南 虎の門高津会

２４ 相談役 森 義昭 もり よしあき 中南 虎の門高津会

２５ 相談役 木下 久吉 きのした ひさよし 多摩 あけぼの友の会

２６ オブザーバー 市川 徹 いちかわ とおる 多摩 調布病院腎友会

２７ オブザーバー 酒井 豊 さかい ゆたか 東部 菊川橋クリニック腎友会

２８ オブザーバー 坂本 悦男 さかもと えつお 北部 東海病院ひまわり会

２９ オブザーバー 田崎 勲 たさき いさお 東部 新小岩クリニック友の会・船堀

３０ オブザーバー 清水 陽介 しみず ようすけ 多摩 すながわ相互診療所患者会いずみ

退任理事・オブザーバー
№ 役職名 氏 名 ふりがな ブロック 患者会名

１ 理 事 石田 健郎 いしだ けんろう 多摩 織本病院腎友会

☆
戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
ま
で
の
ご
案
内
☆
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
京
腎
臓
病
協
議
会

第
８
回
総
会
式
次
第

司
会
者
・
開
会
あ
い
さ
つ

定
足
数
確
認

・
正
会
員
参
加
人
数
確
認

・
総
会
の
成
立
確
認

会
長
あ
い
さ
つ
・
黙
祷

議
長
選
出

議
長
挨
拶

議
事
録
署
名
人
選
出

審
議
事
項
（
下
段
参
照
）

・
第
一
号
議
案
〜
第
四
号
議
案

議
長
解
任

閉
会
あ
い
さ
つ

審
議
事
項

第
一
号
議
案

平
成
２４
年
度
・
事
業
報
告

平
成
２４
年
度
・
収
支
報
告

平
成
２４
年
度
・
会
計
監
査
報
告

第
二
号
議
案

平
成
２５
年
度
・
事
業
計
画（
案
）

平
成
２５
年
度
・
収
支
予
算（
案
）

質
疑
応
答
（
採
決
）

第
三
号
議
案

定
款
変
更
に
つ
い
て

・
理
事
の
定
足
数
変
更
に
つ
い

て

第
四
号
事
案

平
成
２４
年
度
・
退
任
役
員

平
成
２５
年
度
・
役
員
選
出

（
新
理
事
お
よ
び
新
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
の
み
の
選
出
）

採
決

・
そ
の
他
、
報
告
す
べ
き
事
項

第
３
回
大
会
式
次
第

①
昼
食

１２
�
１５
〜
１２
�
５０

②
大
会
開
会

・
司
会
者
挨
拶

１３
�
００
〜

③
会
長
挨
拶

１３
�
０３
〜

④
来
賓
挨
拶

１３
�
０８
〜

⑤
基
調
報
告

平
成
２４
年
度
・
事
業
報
告

平
成
２４
年
度
・
事
業
収
支
報
告

平
成
２４
年
度
・
会
計
監
査
報
告

平
成
２５
年
度
・
事
業
計
画（
案
）

平
成
２５
年
度
・
収
支
予
算（
案
）

※
要
点
を
簡
潔
に
説
明

記
念
講
演
（
下
段
参
照
）

質
問

閉
会
挨
拶

記
念
講
演

記
念
講
演
（
Ⅰ
）

透
析
と
心
臓（
循
環
器
）

（
仮
題
）

講
師
�
鈴
木

康
之

先
生

日
本
大
学
附
属
駿
河
台
病
院

循
環
器
内
科

記
念
講
演
（
Ⅱ
）

透
析
患
者
の
運
動
に
つ
い
て

講
師
�
新
城

孝
道

先
生

江
戸
川
病
院

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
篠
崎
駅
西
口

フ
ッ
ト
ケ

ア
ー
セ
ン
タ
ー
長

１ 東腎協 No.１９６／２０１３年６月



東
腎
協
活
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
毎

年
会
員
拡
大
を
最
重
要
項
目
に
掲
げ
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
透
析
患
者
の

高
齢
化
に
伴
い
会
員
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
困
難
な
状
況
は
今
後
も
続

く
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
減
少
に
伴
い
会
費
収
入

の
落
ち
込
み
は
顕
著
で
あ
り
ま
す
が
、

賛
助
会
員
と
寄
付
金
は
当
初
の
予
定
を

大
幅
に
ク
リ
ア
で
き
、
東
腎
協
に
と
っ

て
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

問
題
山
積
の
中
で
活
動
方
針
に
則
っ

て
今
期
も
取
り
組
み
ま
し
た
の
で
、
以

下
の
と
お
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１
�
腎
臓
病
に
関
す
る
知
識
の
普
及

と
予
防
等
を
促
進
す
る
事
業

①
「
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
・
臓

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
配
布

第
３２
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
全
国
一
斉
臓
器
移
植
普
及
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
今
年
も
１０
月
７

日
（
日
）
に
上
野
恩
賜
公
園
で
５７
名
の

参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
臓
器

移
植
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
説
明
書
を
入
れ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
約

３
０
０
０
個
手
渡
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
特
に
移
植
を
待
っ
て
い
る

若
い
方
に
も
、
積
極
的
に
参
加
を
呼
び

か
け
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

②
「
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」

を
開
催
し
、
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る

事
業
の
名
称
で
あ
る
「
腎
臓
病
に
関

す
る
知
識
の
普
及
と
予
防
等
を
促
進
す

る
事
業
」
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
、

「
第
２４
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集

い
」
を
、
３
月
１７
日
に
都
庁
第
一
本
庁

舎
５
階
大
会
議
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
の
講
演
で
は
、「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢

性
腎
臓
病
）
ス
テ
ー
ジ
と
食
事
療
法
に

つ
い
て
」
の
講
演
を
、
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
附
属
病
院
・
管
理
栄
養
士
の
湯

浅
愛
先
生
、
第
二
部
の
講
演
で
は
、「
知

っ
て
下
さ
い
！
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ

Ｄ
）
〜
早
期
発
見
か
ら
再
生
医
療
ま
で

〜
」
の
講
演
を
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
附
属
病
院
・
腎
臓
高
血
圧
内
科
講
師

の
横
尾
隆
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

③
機
関
誌
「
東
腎
協
」
の
発
行

編
集
委
員
長

岸
里

悟

編
集
委
員
会
で
は
、
今
期
№
１
９
３

号
の
５
月
号
か
ら
№
１
９
５
号
の
１
月

号
ま
で
、
定
期
発
行
し
ま
し
た
。

特
集
に
つ
い
て
№
１
９
３
で
は
、「
閉

塞
性
動
脈
硬
化
症
に
つ
い
て
」
東
京
医

科
歯
科
大
学
病
院
の
井
上
芳
徳
先
生
に

原
稿
を
お
願
い
し
て
掲
載
。

№
１
９
４
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
第

７
回
総
会
報
告
を
掲
載
。
№
１
９
５
の

特
集
で
は
、
２
０
１
３
年
度
都
庁
予
算

要
請
の
内
容
を
掲
載
。
ま
た
、
本
年
は

東
腎
協
設
立
４０
周
年
と
い
う
こ
と
で
、

記
念
誌
の
発
行
に
取
り
組
ん
だ
関
係
で

１０
月
号
は
休
刊
と
し
ま
し
た
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
知
り
た
い
情
報
を

特
集
に
組
み
、
透
析
関
連
記
事
を
掲
載

し
て
、
最
新
情
報
を
提
供
し
て
行
く
努

力
を
し
て
、
よ
り
良
い
誌
面
作
り
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
賛
助
会
員
の
募
集

に
力
を
入
れ
、
賛
助
広
告
掲
載
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
を
行
い
、

活
動
内
容
を
紹
介
し
、
腎
臓
病
の
意
識

啓
発
を
図
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
長

糸

修

昨
年
度
は
東
腎
協
結
成
４０
周
年
を
迎

え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
も
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
設
け
た
り
、

祝
賀
会
当
日
に
上
映
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作

成
し
た
り
と
、
意
義
の
あ
る
１
年
で
し

た
。
ま
た
、
青
年
部
の
頁
を
新
た
に
設

け
ま
し
た
。

一
昨
年
の
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告
の
効

果
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
来
訪
者
も

順
調
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
各
頁
の
更
新
と
共
に
、

二二
〇〇
一一
二二
（（
平平
成成
２２４４
））
年年
度度
事事
業業
報報
告告

期
間

２
０
１
２
年
４
月
１
日
〜
２
０
１
３
年
３
月
３１
日
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

⑤
４０
周
年
記
念
事
業
委
員
会

４０
年
間
私
た
ち
の
運
動
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
、
多
く
の
関
係
者
へ
の
感
謝

の
意
を
こ
め
つ
つ
、
こ
の
間
の
私
た
ち

の
運
動
の
経
過
を
総
括
し
、
改
め
て
会

の
結
束
と
、
多
く
の
関
係
者
と
の
連
携

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
３
つ

の
事
業
を
行
な
い
ま
し
た
。
①
全
会
員

を
対
象
と
し
た
実
態
調
査
の
実
施
。
４

６
４
５
票
配
布
し
３
０
９
０
票
回
収
し

ま
し
た
。
回
収
率
は
６７
％
で
し
た
。
報

告
書
は
３
月
２７
日
に
発
行
し
、
各
患
者

会
に
２
部
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
概
要
は
機
関
誌
「
東
腎
協
」
の
５
月

号
（
№
１
９
６
）
に
掲
載
し
ま
す
。
②

４０
周
年
記
念
誌
「
あ
ゆ
み
」
を
３
月
１８

日
に
発
行
し
全
会
員
へ
配
布
し
ま
し
た
。

③
４０
周
年
記
念
祝
賀
会
を
、
１２
月
２
月

に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
谷
で
行
い
、
成
功

裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑥
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
と
予
防
を
促
進
す

る
た
め
、
対
話
の
で
き
る
学
習
交
流
会

を
開
催
す
る

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
主
に
各
ブ
ロ

ッ
ク
活
動
、
交
流
会
を
対
象
と
し
た
活

動
に
よ
っ
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
病
院
訪
問
、
会
員
交
流
会
を
行
い

知
識
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

〈
１
〉
各
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
長

榊
原

靖
夫

「
正
会
員
交
流
会
」
を
、
昨
年
９
月

１６
日
「
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
昼
食
懇

親
会
」
と
題
し
、
池
袋
に
て
行
い
ま
し

た
。
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
２０
患
者
会
の

う
ち
、
１５
患
者
会
か
ら
正
会
員
並
び
に

代
理
出
席
者
１７
名
が
参
加
、
昼
食
を
食

べ
な
が
ら
、
お
互
い
の
苦
労
を
労
い
、

和
や
か
な
中
に
も
率
直
な
議
論
や
情
報

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

問
題
点
の
指
摘
や
悩
み
な
ど
が
語
ら
れ

た
中
で
、
前
向
き
で
建
設
的
な
提
案
と

し
て
「
会
長
や
正
会
員
の
補
佐
役
・
サ

ポ
ー
ト
役
（
会
計
な
ど
い
わ
ば
裏
方
的

役
割
）
の
方
た
ち
へ
の
感
謝
と
慰
労
の

意
味
で
、
慰
労
食
事
会
と
か
東
腎
協
か

ら
の
感
謝
状
授
与
」
の
検
討
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

至
近
の
課
題
と
し
て
、
代
表
者
や
リ

ー
ダ
ー
の
超
高
齢
化
・
体
調
悪
化
等
で
、

後
継
者
不
在
に
よ
る
解
散
や
休
会
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
患
者
会
へ
の
、
救
済

策
や
予
防
策
が
急
務
だ
と
考
え
ま
す
。

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
長

藤
田

吉
彦

患
者
会
数
２１
、
個
人
会
員
約
１
２
０

名「
昨
年
度
の
主
な
活
動
」

①
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

６
月
１７
日

１６
�
００
〜
１７
�
００

出
席
者
１４
名

内
容

ブ
ロ
ッ
ク
長
交
代
報
告

ブ
ロ
ッ
ク
内
連
絡
網
の
整
備

今
期
活
動
計
画
（
会
員
拡
大
、
意

見
交
換
な
ど
）

②
勉
強
会

１２
月
１６
日
（
９
月
９
日
の

予
定
変
更
）
１３
�
００
〜
１５
�
００

出
席
者
５８
名
。

内
容

「
シ
ャ
ン
ト
を
長
持
ち
さ

せ
る
秘
訣
」

講
師

飯
田
橋
橋
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

春
口
洋
昭
先
生

③
患
者
会
新
規
加
盟

１０
月
２１
日

駒
沢
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者

会
（
会
長

古
田
博
重
）

３
月
２２
日

南
青
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｔ
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
会（
会
長

前
川
綱
一
）

④
内
覧
会

１０
月
１６
日

白
水
会
須
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

高
野
事
務
局
長

１
月
１２
日

東
京
ネ
ク
ス
ト
内
科

陣
内
院
長

「
今
後
の
課
題
」

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
理
事
３
人

の
少
人
数
体
制
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、

か
つ
ブ
ロ
ッ
ク
長
交
代
な
ど
も
あ
っ
て
、

「
会
員
拡
大
」
活
動
が
十
分
で
は
な
か

っ
た
点
を
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
患
者
会
や
正
会
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
活
動
の
活
性
化
と
会
員
拡
大
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
部
ブ
ロ
ッ
クブ

ロ
ッ
ク
長

岸
里

悟

今
期
は
特
に
未
組
織
施
設
を
中
心
に

中
村
理
事
、
池
田
正
会
員
（
東
京
綾
瀬

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
）
が
次
の
施
設

を
訪
問
し
、
東
腎
協
活
動
の
広
報
を
し

ま
し
た
。

あ
だ
ち
入
谷
舎
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
博

慈
会
記
念
総
合
病
院
、
東
京
北
部
病
院
、

東
京
洪
誠
病
院
、
西
新
井
病
院
、
敬
仁

病
院
、
江
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
博
慈
会
腎

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
西
新
井
病
院
付
属
成
和

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
武
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
西
新
井
大
師
西
腎
透
析
循
環
器
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
あ
だ
ち
共
生
病
院
、
苑
田

第
二
病
院
、
苑
田
第
三
病
院
、
寺
木
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
北
千
住
東
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

井
口
病
院
、
足
立
十
全
病
院
。

来
期
も
新
規
施
設
訪
問
を
し
な
が
ら
、

既
存
患
者
会
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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多
摩
ブ
ロ
ッ
クブ

ロ
ッ
ク
長

山
口

登

「
会
員
の
減
少
に
つ
い
て
」
７
月
２９

日
（
日
）
立
川
ア
イ
ム
に
て
ブ
ロ
ッ
ク

正
会
員
会
議
を
持
ち
ま
し
た
。
参
加
者

全
員
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
く
６

〜
７
名
の
グ
ル
ー
プ
分
け
で
討
議
致
し

ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
「
多
摩
便

り
」
に
て
報
告
済
で
す
。

活
動
が
見
え
づ
ら
い
と
の
ご
指
摘
か

ら
「
多
摩
便
り
」
を
１
月
に
発
刊
い
た

し
ま
し
た
。
内
容
は
ブ
ロ
ッ
ク
行
事
の

報
告
、
各
患
者
会
の
活
動
状
況
等
で
す
。

２
月
１０
日
（
日
）
立
川
ア
イ
ム
に
て

学
習
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

４０
周
年
実
態
調
査
で
１４
・
７
％
の
方

が
移
植
希
望
と
分
か
り
、
東
京
医
大
八

王
子
セ
ン
タ
ー
の
岩
本
医
師
と
池
田
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
腎
移
植
に
つ
い
て

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
質
問
も
多
く
盛

会
で
し
た
。

来
期
も
役
員
一
同
、
皆
様
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
第
一
に
活
動
し
て

参
り
ま
す
。

〈
２
〉
会
員
拡
大
施
設
訪
問

会
員
拡
大
を
目
的
と
し
た
施
設
訪
問

を
、
月
２
、３
回
の
ペ
ー
ス
で
各
理
事

が
分
担
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

「
既
存
患
者
会
の
会
員
維
持
拡
大
、

患
者
会
未
組
織
施
設
へ
の
訪
問
」
を
柱

と
し
て
、
昨
年
度
も
施
設
訪
問
に
特
に

力
を
入
れ
き
ま
し
た
。
ま
た
既
存
の
患

者
会
に
つ
い
て
も
、
役
員
の
高
齢
化
が

進
み
後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い
等
、
東

腎
協
が
ど
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
か

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
各
患
者
会
の
体
制
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
把
握
す
る
こ

と
が
急
務
に
な
り
ま
す
。

〈
３
〉
青
年
部
活
動

部
長

宿
野
部

武
志

【
２
０
１
２
年
度
活
動
】
５
／
２７
青
年

部
会
議
、
部
長
に
宿
野
部
選
出
。
８
／

２５
〜
２６
全
腎
協
青
年
研
修
会
（
東
京
１

名
参
加
）、
９
／
２９
〜
３０
全
腎
協
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流
会
（
山
梨
２
名
参

加
）、
１１
／
１１
東
腎
協
青
年
部
主
催「
透

析
者
の
恋
愛
・
結
婚
に
つ
い
て
」（
９

名
参
加
）、
３
／
１０
青
年
部
ブ
ロ
グ
開

始
。
他
随
時
会
議
開
催
。

【
今
年
度
の
取
り
組
み
】
主
な
取
り
組

み
と
し
て
、
東
京
で
８
／
１０
〜
１１
全
腎

協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流
会
を
開
催

予
定
。
開
催
地
で
あ
り
幹
事
と
し
て
企

画
準
備
中
。
８
／
２４
〜
２５
全
腎
協
青
年

研
修
会
（
１
名
参
加
）。
そ
の
他
イ
ベ

ン
ト
・
会
議
等
開
催
予
定
。
随
時
青
年

部
部
員
募
集
中
で
す
。

地
域
腎
友
会
委
員
会

地
域
腎
友
会
委
員
長

戸
倉

振
一

第
１５
回
地
域
腎
友
会
交
流
会
を
８
月

５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
４１

名
で
し
た
。
第
一
部
で
は
発
足
順
に
江

東
区
、
江
戸
川
区
、
板
橋
区
、
町
田
市
、

葛
飾
区
、
墨
田
区
、
足
立
区
、
八
王
子

市
の
各
腎
友
会
か
ら
行
政
へ
の
要
望
事

項
等
の
活
動
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
荒
川
区
は
欠
席
で
し
た
。
第
２

部
で
は
担
当
理
事
に
よ
る
地
域
腎
友
会

の
総
論
に
つ
い
て
問
題
提
起
の
後
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
意
見
と

し
て
「
地
域
腎
友
会
は
東
腎
協
の
組
織

の
中
に
組
み
込
む
べ
き
」「
透
析
施
設

患
者
会
の
運
営
だ
け
で
も
大
変
」「
区

の
福
祉
制
度
は
充
実
し
て
お
り
必
要
性

は
感
じ
な
い
」
等
様
々
し
た
。
今
後
も

地
域
腎
友
会
の
活
動
に
つ
い
て
共
通
し

た
認
識
を
持
っ
て
い
け
る
よ
う
説
明
し

て
い
く
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

２
�
腎
臓
病
患
者
の
自
立
を
支
援
す

る
た
め
の
相
談
事
業

広
く
一
般
市
民
の
腎
臓
病
に
関
す
る

医
療
・
社
会
保
障
制
度
の
相
談
業
務
。

事
務
局
に
は
腎
臓
病
に
関
す
る
こ
と

は
勿
論
の
こ
と
、
臓
器
移
植
や
社
会
保

障
・
病
院
の
検
索
等
、
様
々
な
電
話
や

事
務
局
に
直
接
相
談
に
こ
ら
れ
る
方
も

い
ま
す
。

３
�
腎
臓
病
患
者
の
医
療
体
制
の
充

実
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
事
業

行
政
委
員
会

行
政
担
当
委
員

榊
原

靖
夫

昨
年
の
第
７
回
「
総
会
」
で
決
議
さ

れ
ま
し
た
、
東
京
都
議
会
へ
の
「
陳
情

書
」
を
、
理
事
会
で
審
議
の
上
、
昨
年

１０
月
に
提
出
し
ま
し
た
。

私
た
ち
透
析
患
者
や
障
害
者
全
体
の

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
切
な
る
願
い
で

も
あ
る
「
心
身
障
害
者（
児
）医
療
費
助

成
制
度
」「
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
制

度
」
を
、
新
規
六
十
五
歳
以
降
で
、
低

所
得
者
の
人
も
対
象
と
す
る
施
策
を
要

望
す
る
「
陳
情
書
」
を
、
都
議
会
議
長

宛
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
昨
年
１１
月
２６

日
「
都
議
会
定
例
会
厚
生
委
員
会
」
に

お
い
て
、「
不
採
択
」
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、「
私
達
の
意
」
は

都
議
会
各
議
員
の
方
々
に
、
少
な
か
ら

ず
伝
わ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
「
陳
情
書
」
提
出
を
一
つ
の
節
目

と
し
て
、
今
後
も
こ
の
大
き
な
課
題
に
、

署
名
活
動
な
ど
も
含
め
、
他
の
障
害
者

団
体
と
も
協
調
し
て
、
粘
り
強
く
取
り
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組
み
を
続
け
て
行
き
ま
す
。

⑤
「
都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
都
議
会
議

員
と
の
懇
談

４
�
関
連
す
る
他
団
体
と
の
協
同
事
業

①
「
国
会
請
願
」
全
腎
協
と
腎
疾
患
対

策
の
早
期
確
立
を
め
ざ
す

第
４２
次
国
会
請
願
は
３
月
２１
日
に
参

議
院
・
講
堂
に
全
国
の
県
の
代
表
が
集

結
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

署
名
数
は
全
腎
協
１
９
、４
４
５（
前

年
２
９
、９
４
１
）
筆
で
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
は

１
８
、６
１
５
（
前
年
２
４
、７
０
９
）

筆
で
し
た
。
募
金
は
Ｊ
Ｐ
Ａ
と
あ
わ
せ

１
、５
０
６
、２
６
４
円（
前
年
１
、８
６

８
、３
２
０
円
）
で
し
た
。

②
（
社
）
全
腎
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連
に

協
力
及
び
協
力
金
を
出
し
、
不
特
定
多

数
の
一
般
市
民
に
腎
臓
病
に
つ
い
て
広

く
啓
蒙
活
動
を
行
う

全
腎
協

担
当
理
事

小
野

誠

全
腎
協
会
長
で
あ
り
ま
し
た
宮
本
�

広
氏
は
今
期
を
以
っ
て
辞
任
さ
れ
、
新

会
長
に
は
今
井
政
敏
氏
（
熊
本
県
腎
協

副
会
長
）
が
、
副
会
長
に
は
水
本
承
夫

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
富
山
県
腎
会
会
長
）
と
小

野
誠
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
京
都
腎
協
副
会

長
）
が
、
さ
ら
に
常
務
理
事
１
名
と
理

事
１６
名
の
方
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
様
な
中
で
全
腎
協
が
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
現
在
の

社
団
法
人
全
腎
協
を
新
た
な
法
律
に
合

致
し
た
「
一
般
社
団
法
人
全
腎
協
」
へ

の
移
行
を
本
年
１１
月
３０
日
ま
で
に
完
了

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は

諸
規
程
を
整
備
し
、
法
律
に
則
し
た
手

続
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

会
員
数
が
減
少
す
る
中
、
今
後
、
全

腎
協
が
進
む
べ
き
方
向
の
策
定
が
必
要

で
す
。
４
名
の
会
長
・
副
会
長
が
退
任

さ
れ
た
中
で
、
新
執
行
部
が
今
後
ど
の

様
な
「
基
本
方
針
を
策
定
」
し
、
広
く

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
求

め
実
行
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。

ま
た
今
年
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
が
、
我
々
透
析
患
者
に
ど

の
様
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る

の
か
、
ま
た
、
来
年
度
の
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

透
析
に
か
か
わ
る
こ
と
が
ど
の
様
に
改

定
さ
れ
る
か
な
ど
、「
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
し
、
活
動
す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。

東
難
連
（
難
病
１６
団
体
で
組
織
し
て
い

る
団
体
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連

担
当
理
事

榊
原

難
病
患
者
１６
団
体
で
東
京
都
よ
り
業

務
委
託
さ
れ
て
い
る
、「
東
京
都
難
病

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
運
営
を
主
に

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
、
都
庁
要
請
の
成
果
で
あ
り

ま
し
た
予
算
拡
充
も
あ
り
、
相
談
会
事

業
を
拡
大
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

平
成
２５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害

者
総
合
支
援
法
」
で
は
、
障
害
者
の
範

囲
に
難
病
等
の
方
々
も
加
わ
る
こ
と
と

な
り
、「
障
害
程
度
区
分
」
認
定
や
支

給
手
続
き
等
に
ま
だ
問
題
点
は
あ
る
も

の
の
難
病
患
者
の
方
々
に
は
朗
報
と
な

り
ま
し
た
。

東
京
・
無
年
金
障
害
者
を
な
く
す
会

特
に
活
動
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

会
費
の
み
納
め
て
お
り
ま
す
。

５
�
福
祉
移
送
相
談
・
推
進
事
業

昨
年
度
は
福
祉
移
送
に
つ
い
て
の
相

談
、
全
腎
協
へ
の
助
成
金
申
請
の
推
薦

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

６
�
腎
臓
病
患
者
の
食
事
療
法
に
資

す
る
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
米
に
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
協
力
し
、

小
学
校
社
会
科
の
授
業
の
一
環
で
あ
る

「
低
た
ん
ぱ
く
米
」
収
穫
ま
で
の
補
助

及
び
教
員
と
と
も
に
食
育
指
導
を
行
う
。

７
�
腎
臓
病
患
者
の
災
害
対
策
事
業

災
害
対
策
委
員
会

戸
倉

振
一

昨
年
度
は
東
日
本
大
震
災
に
関
連
す

る
話
題
と
し
て
、
７
月
の
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
交
流
会
で
、
震
度
６
強
の
地
震
と
津

波
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
茨
城
県
の
被

災
状
況
と
、
今
後
の
課
題
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
１１
月
２９
日
に
は
東

京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
『
報
告
と
提
言
「
い
わ
き
市
の

透
析
患
者
集
団
避
難
に
学
ぶ
」
�
首
都

圏
大
災
害
へ
の
備
え
�
』
の
出
版
記
念

講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
各
地
で
、
地
震
や
豪
雨
、

竜
巻
等
に
よ
る
家
屋
の
損
壊
等
が
あ
り
、

全
腎
協
の
災
害
見
舞
金
が
２
月
末
現
在

で
合
計
１
４
２
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
東
京
で
大
災
害
が
あ

っ
た
場
合
に
、
被
災
し
た
会
員
に
確
実

に
見
舞
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
会
員
名

簿
の
作
成
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

８
�
そ
の
他
の
事
業

今
年
度
ご
協
力
頂
い
た
広
告
主
様
は

次
の
各
社
で
す
。（
順
不
同
）

エ
ル
ピ
ス（
株
）、
ベ
ー
タ
食
品（
株
）、

（
株
）イ
ー
ホ
ー
プ
、（
株
）サ
プ
リ
プ
ラ

ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
、（
株
）は
く
ば
く
、（
有
）

ゲ
ル
ソ
ン
商
会
、
ジ
ー
プ
ラ
ン（
株
）、

（
株
）コ
ー
ワ
テ
ク
ノ
サ
ー
チ
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２
０
１
２
年
４
月

７

全
腎
協
第
９８
回
通
常
理
事
会

１０

都
福
祉
保
健
局
保
健
政
策
部
疾
病
対

策
課
阿
部
敦
子
課
長
面
談

１２

都
議
会
自
民
党
、
野
島
、
藤
ケ
崎
、

吉
住
先
生
面
談
。
都
議
会
公
明
党
、

伊
藤
、
小
林
、
遠
藤
先
生
面
談
。
都

議
会
民
主
党
、
斉
藤
先
生
面
談
。
共

産
党
、
ネ
ッ
ト
、
西
崎
先
生
面
談
。

１９

公
益
財
団
法
人
日
本
腎
臓
財
団
４０
周

年
記
念
事
業
申
請
の
件
で
訪
問
、
北

尾
常
務
理
事
、
本
田
事
務
局
長
、
鈴

木
主
任
面
談

４０
周
年
事
業
委
員
会

２２

三
役
会
、
第
７３
回
理
事
会

２４

平
成
２３
年
度
監
査

河
北
葦
ク
リ
ニ
ッ
ク
取
材
、
親
水
ク

リ
ニ
ッ
ク
会
計
監
査
立
ち
会
い

２
０
１
２
年
５
月

６

板
橋
腎
友
さ
く
ら
会
総
会
・
講
演
会

８

会
員
拡
大
会
議

１２

全
腎
協
移
植
対
策
委
員
会

１３

葛
飾
区
地
域
腎
友
会
第
６
回
総
会

瑞
江
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
総
会

１５

ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議

１９

第
４８
回
全
腎
協
通
常
総
会

２０

全
腎
協
大
会

２２

腎
疾
患
患
者
及
び
家
族
向
け
セ
ミ
ナ

ー
の
件
で
ブ
ラ
イ
ト
ソ
レ
イ
ル
ズ

（
株
）三
宅
様
来
局

障
害
年
金
の
件
と
賛
助
会
員
の
件
で

東
京
障
害
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
杉
野

様
来
局

２７

三
役
会
、
第
７４
回
理
事
会
、
青
年
部

会
議

２８

Ｊ
Ｐ
Ａ
国
会
請
願

２９

三
鷹
の
森
ク
リ
ニ
ッ
ク
菊
池
院
長
、

新
中
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
津
田
医
院

長
面
談

３１

太
田
病
院
腎
友
会
大
久
保
会
長
、
蒲

原
正
会
員
来
局
、
塩
分
測
定
機
器
を

取
り
扱
う
グ
レ
イ
ン
エ
ス
ピ
ー（
株
）

若
泉
様
来
局

清
湘
会
記
念
病
院
講
演

２
０
１
２
年
６
月

５

小
池
内
科
小
池
院
長
に
賛
助
会
員
の

お
願
い
で
面
談

９

全
腎
協
９９
回
通
常
理
事
会
、
東
松
島

被
災
地
視
察

１５

医
科
歯
科
大
学
病
院
井
上
先
生
、
特

集
原
稿
お
礼
訪
問

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流
会
講
師
、

立
川
相
互
病
院
形
山
先
生
面
談

１７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
第
７
回
総
会

１９

全
腎
協
第
３
回
政
策
委
員
会

２４

三
役
会
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
研
修
会
、

ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
、
第
７５
回
理
事
会

２６

４０
周
年
記
念
事
業
ご
寄
付
依
頼
・
賛

助
会
員
依
頼
、
阿
佐
ヶ
谷
す
ず
き
、

寺
田
病
院
、
４０
周
年
記
念
事
業
ご
寄

附
依
頼
の
件
、
製
薬
協
の
説
明
で
中

外
製
薬
担
当
者
と
懇
談

都
庁
予
算
要
請
の
件
で
都
福
祉
保
健

局
訪
問

２８

４０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
打
ち
合
わ

せ

３０

春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
４０
周
年
記
念
ご
寄

付
の
お
願
い
で
訪
問

２
０
１
２
年
７
月

７
〜
８

全
腎
協
事
務
局
長
会
議

第
７１
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
in
水
戸

１０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連
都
庁
予
算
要
請
懇
談

会

１４

全
腎
協
臓
器
移
植
対
策
委
員
会

１５

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流
会

１７

駒
沢
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
設
立
の

件
で
訪
問

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

１９

全
腎
協
金
子
常
務
理
事
と
通
院
送
迎

対
策
に
つ
い
て
大
島
腎
友
会
中
島
会

長
訪
問
、
大
島
町
訪
問
、
大
島
医
療

セ
ン
タ
ー
訪
問

２２

三
役
会
、
第
７６
回
理
事
会
、
未
組
織

施
設
対
応
委
員
会
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
、
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

２４

織
本
病
院
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
の
食
事
療
法

に
つ
い
て
全
腎
協
宮
本
会
長
と
訪
問

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
鈴
木
院

長
前
川
氏
と
患
者
会
設
立
に
向
け
た

話
し
合
い
で
訪
問

都
議
会
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
都
庁

福
祉
保
健
局
疾
病
対
策
阿
部
課
長
面

談

２９

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
会
議
、
青
年

部
会
議
、
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
学
習
会

二二
〇〇
一一
二二（（
平平
成成
２２４４
））年年
度度
主主
なな
活活
動動
記記
録録（（
抜抜
粋粋
））

期
間

２
０
１
２
年
４
月
１
日
〜
２
０
１
３
年
３
月
３１
日
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２
０
１
２
年
８
月

５

第
１５
回
地
域
腎
友
会
交
流
会

９

２
０
１
３
年
度
都
庁
予
算
要
請

１２

清
湘
会
学
術
講
演
会

１９

三
役
会
、
第
７７
回
理
事
会

２１

ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議

２５
〜
２６

全
腎
協
全
国
青
年
会
議
〜
東
京

有
明
〜

２
０
１
２
年
９
月

１

日
本
腎
臓
財
団
４０
周
年
祝
賀
会

２

青
年
部
会
議

５

代
表
権
喪
失
手
続
き
法
務
局

８
〜
９

全
腎
協
第
１
０
０
回
理
事
会

９

中
南
部
学
習
交
流
会

１１

都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ

１５

４０
周
年
委
員
会
実
態
調
査
会
議

２２

施
設
訪
問
�
あ
だ
ち
入
谷
舎
人
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
博
慈
会
記
念
総
合
病
院
、

東
京
北
部
病
院

２３

三
役
会
、
第
７８
回
理
事
会

２５

施
設
訪
問
�
東
京
洪
誠
病
院
、
西
新

井
病
院
、
敬
仁
病
院
、
港
北
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
博
慈
会
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
西

新
井
病
院
付
属
成
和
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

武
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
西
新
井
大

師
西
腎
透
析
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

２７

全
腎
協
政
策
委
員
会

施
設
訪
問
�
あ
だ
ち
共
生
病
院
、
苑

田
第
二
病
院
、
苑
田
第
三
病
院
、
寺

本
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
北
千
住
東
口
ク
リ

ニ
ッ
ク
、井
口
病
院
、足
立
十
全
病
院

３０

板
橋
腎
優
友
さ
く
ら
の
会
日
帰
り
旅

行
２
０
１
２
年
１０
月

２

府
中
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
訪
問

７

第
３２
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
青
年
部
会
議

９

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
西
院
長
面
談

１６

ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議

１８

全
腎
協
政
策
委
員
会

２０
〜
２１

全
腎
協
第
４９
回
総
会
〜
大
森
東

急
イ
ン

２１

駒
沢
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
設
立
総

会

２４

平
成
２４
年
度
第
３
回
東
京
都
難
病
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会

２８

三
役
会
、
第
７９
回
理
事
会

２
０
１
２
年
１１
月

３
〜
４

全
腎
協
相
談
員
研
修
会

１１

青
年
部
交
流
会

全
腎
協
大
会
in
み
や
ぎ
・
仙
台
実
行

委
員
会

１３

全
腎
協
第
１
回
役
員
選
考
委
員
会

４０
周
年
記
念
祝
賀
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
お
願
い
国
会
議
員
会
館
、
都
議
会
、

都
庁
訪
問

１７

全
腎
協
第
１
０
１
回
理
事
会

２２

日
野
市
立
病
院
訪
問

２４

全
腎
協
移
殖
対
策
委
員
会

２５

三
役
会
、
第
８０
回
理
事
会
、
全
腎
協

宮
本
会
長
、
櫻
堂
顧
問
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
透
析
行
動
調
査
結
果
説
明

２
０
１
２
年
１２
月

２

４０
周
年
記
念
祝
賀
会

１１

ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議

１５
〜
１６

全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
in

千
葉

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流
会

２０

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
取
材
お
よ

び
患
者
会
設
立
の
件

２３

三
役
会
・
第
８１
回
理
事
会

２
０
１
３
年
１
月

７

仕
事
始
め

１２

東
京
ネ
ク
ス
ト
内
科
・
透
析
ク
リ
ニ

ッ
ク
内
覧
会

１２
〜
１３

全
腎
協
第
１
０
２
回
理
事
会
〜

神
戸

１７

予
算
委
員
会

２２

ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
、
第
２
回
予
算
委

員
会

２４

全
腎
協
政
策
委
員
会
、
役
員
選
考
委

員
会

２７

三
役
会
、
第
８２
回
理
事
会

２
０
１
３
年
２
月

２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連
理
事
会

２
〜
３

全
腎
協
臨
時
理
事
会

３

江
戸
川
区
腎
友
さ
つ
き
会
２０
周
年
記

念
祝
賀
会

７

第
２４
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集

い
講
師
依
頼
の
件
、
慈
恵
医
大
横
尾

先
生
に
面
談

１０

全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
対
策
部

会
第
１
回
会
議

１１

日
本
腎
臓
財
団
記
念
講
演
会

１２

全
腎
協
政
策
委
員
会

南
青
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
設
立
準

備
訪
問

第
４２
次
国
会
請
願
紹
介
議
員
の
お
願

い
で
衆
参
議
員
面
談

１４

平
成
２５
年
度
第
３
回
予
算
委
員
会

１６
〜
１７

第
１
０
４
回
全
腎
協
通
常
理
事

会

１７

優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
勉
強
会

２４

三
役
会
、
第
８３
回
理
事
会

２６

杉
並
区
移
動
情
報
セ
ン
タ
ー
講
演
会

２
０
１
３
年
３
月

２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連
理
事
会

２
〜
３

全
腎
協
第
５０
回
理
事
会

８

青
年
部
会
議

１０

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

１２

メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
篠
崎
駅
西
口
の

佐
中
先
生
面
談

役
員
選
考
委
員
会
、
全
腎
協
政
策
委

員
会

南
青
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
設
立
準

備
会

１５

HP
２
０
０
３
年
度
更
新
計
画
書
作
成

１７

第
２４
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集

い

２１

第
４２
回
国
会
請
願
行
動

編
集
委
員
会

２３

い
つ
ま
で
も
若
い
透
析
患
者
を
目
指

す
市
民
講
座

２４

三
役
会
、
第
８４
回
理
事
会

２７

全
腎
協
第
４
回
役
員
選
考
委
員
会

２８

第
３
回
大
会
講
師
の
お
願
い
で
メ
デ

ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
篠
崎
駅
西
口
新
城
孝

道
先
生
面
談
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２４年度 その他の事業会計 財産目録
平成２５年 ３月３１日現在 （単位：円）

科 目 金 額
正味財産 ０

２４年度 その他の事業会計 貸借対照表
平成２５年 ３月３１日現在 （単位：円）

科 目 金 額
【正味財産の部】
正味財産 ０
（うち当期正味財産減少額） ４５，０００
負債及び正味財産合計 ０

２４年度 その他の事業会計 収支計算書
平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで （単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 備 考
【経常収入の部】
広 告 料 収 入 １，０８２，８００ １，２３３，０００ 名刺広告、折り込み広告
そ の 他 の 収 入 ２００ ２１５

受取利息 ２００ ２１５ その他の事業口座利息
経常収入合計 １，０８３，０００ １，２３３，２１５

【経常支出の部】
事 業 費 １８２，０００ １６１，６５４

機関誌「東腎協」の発行 １８２，０００ １６１，６５４ 広告ページ印刷費
管 理 費 １，０００ ８４０
通信運搬費 １，０００ ８４０ 振込料

経常支出合計 １８３，０００ １６２，４９４
経常収支差額 ９００，０００ １，０７０，７２１

【その他資金収入の部】
一般会計より繰入金収入 １，０００，０００ １，０００，０００ その他事業口座資金
繰入金収入 １，０００，０００ １，０００，０００

その他資金収入合計 １，０００，０００ １，０００，０００
【その他資金支出の部】
一般会計へ繰出し金 １，９００，０００ ２，１１５，７２１
繰入金支出 １，９００，０００ ２，１１５，７２１
その他資金支出合計 １，９００，０００ ２，１１５，７２１
当期収支差額 ０ －４５，０００
前期繰越収支差額 ０ ４５，０００
次期繰越収支差額 ０ ０

１３ 東腎協 No.１９６／２０１３年６月
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書式第７号 事業計画書（法第１０条関係）

２５年 度 事 業 計 画 書

２５年 ４月 １日から ２６年 ３月 ３１日まで

特定非営利活動法人 東京腎臓病協議会

１ 事業実施の方針

広く一般市民に対し、腎臓病に関する正しい知識普及と予防を図るための事業、及び腎臓

病患者の医療体制の充実と福祉向上を図るための政策提言等の事業を行ない、もって市民の

健康ならびに福祉向上に寄与することを目的とする。

２ 事業の実施に関する事項

事業名 事 業 内 容
実 施
予 定
日 時

実 施
予 定
場 所

従事者
の予定
人 数

受益対象者
の範囲及び
予 定 人 数

支出見
込み額
（千円）

腎臓病に関す
る知識の普及
と予防等を促
進する事業

「臓器移植キャンペーン」
臓器提供意思表示カード配布

１０月
台東区

上野恩賜公園
１００人

一般市民
８，０００人

３００

「腎臓病を考える都民の集
い」を開催し広く一般市民に
腎臓病の早期発見早期治療を
啓蒙する

３月 都 内 ２０人
一般市民
２００人

５００

機関誌面「東腎協」の発行 年４回 事務局 ５人
一般市民
６，０００人

３８４

ホームページの維持管理を行
い、活動内容を紹介し、腎臓
病の意識啓発を図る

通 年 事務局 ５人
一般市民
不特定多数

９６９

広く一般市民に腎臓病に関す
る正しい知識の普及と予防を
促進するため、対話のできる
学習交流会を開催する

年１０回 都 内 １０人
一般市民
３００人

１，３２３

腎臓病患者の
自立を支援す
るための相談
事業

広く一般市民の腎臓病に関す
る医療・社会保障制度の相談
業務

通 年 事務局 １０人
一般市民
不特定多数

８５７

腎臓病患者の
医療体制の充
実と福祉の向
上を図る事業

「都庁予算要請懇談会」
都庁各局職員との懇談会

７月 都庁会議室 １０人
一般市民
不特定多数

３０

「都議会ヒアリング」
都議会議員との懇談

９月
都議会議員
会館会議室

１０人
一般市民
不特定多数

５０

関連する他団
体との協同事
業

「国会請願」
全腎協と腎疾患対策の早期確
立をめざす

３月
衆議院・参
議院議員会
館

１０人
一般市民
不特定多数

１８０
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事業名 事 業 内 容
実 施
予 定
日 時

実 施
予 定
場 所

従事者
の予定
人 数

受益対象者
の範囲及び
予 定 人 数

支出見
込み額
（千円）

関連する他団
体との協同事
業

全腎協、東難連に協力及び協
力金を出し、不特定多数の一
般市民に腎臓病について広く
啓蒙活動を行う

随 時 都 内 ５人
一般市民
不特定多数

７，９３０

福祉移送相談
・推進事業

ＮＰＯを取得し、通院移送を
行なおうとする団体の相談及
び全腎協助成金申請の推薦

随 時 事務局 １人
通院移送を
行うＮＰＯ
法人

０

腎臓病患者の
食事療法に資
する事業

低たんぱく米の広報・斡旋、
災害時備蓄米斡旋

随 時 事務局 ３人
一般市民
不特定多数

１０

腎臓病患者の
災害対策事業

東京都を中心とした東京都区
部災害時透析ネットワーク他
多方面の自治体と協力をして
災害対策訓練実施に参加する

随 時 都 内 １０人
一般市民
不特定多数

２７０

事業名 事 業 内 容
実 施
予 定
日 時

実 施
予 定
場 所

従事者
の予定
人 数

支出見
込み額
（千円）

広告掲載事業 機関誌広告掲載 年４回 事務局 １人 １，０００

東腎協 No.１９６／２０１３年６月 １６
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１９ 東腎協 No.１９６／２０１３年６月
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

第
８
回
総
会
及
び
第
３
回
大
会
の
ご
案
内

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
定
款
第
２４
条
を
遵
守
し
、
左
記
の
と
お
り
正
会
員
の
み
で
第
８
回
総
会
を
戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
大
研
修
室
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。
第
３
回
大
会
は
、
す
べ
て
の
方
が
参
加
で
き
ま
す
。
但
し
、
非
会
員
の
方
は
参
加
費
と
し
て
当
日
千
円（
昼
食
代
）

を
受
付
に
お
支
払
い
頂
き
ま
す
様
、
お
願
い
致
し
ま
す
（
会
員
及
び
家
族
無
料
）。

記

日
時

２
０
１
３
年
６
月
２３
日
（
日
）
午
前
９
時
３０
分
開
場

※
正
会
員
の
み

次
第

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
第
８
回
総
会
（
午
前
１０
時
００
分
か
ら
午
前
１１
時
５０
分
）
※
参
加
者
は
こ
の
議
案
集
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

第
３
回
大
会

午
前
１１
時
５０
分
開
場
（
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
）

講
演
（
一
）「
透
析
と
心
臓
（
循
環
器
）」（
仮
題
）

日
本
大
学
附
属
駿
河
台
病
院

循
環
器
内
科

鈴
木

康
之

先
生

講
演
（
二
）「
透
析
患
者
の
運
動
に
つ
い
て
」

江
戸
川
病
院
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
篠
崎
駅
西
口

フ
ッ
ト
ケ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
長

新
城

孝
道

先
生

会
場

戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
（
全
国
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
大
研
修
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３
（
３
２
０
４
）
３
６
１
１
（
代
）

交
通

●
東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
・
早
稲
田
駅

３
ｂ
出
口
出
て
み
ず
ほ
銀
行
の
先
の
馬
場
下
町
交
差
点
を
左

に
曲
が
り
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
の
敷
地
に
沿
っ
て
進
み
２
２
０
Ｍ
ほ
ど
進
む
と
Ｔ
字
路
に
な
り

ま
す
。
左
折
し
て
坂
道
を
登
り
２
２
０
Ｍ
ほ
ど
進
み
、
最
初
の
信
号
を
左
折
し
２
０
０
Ｍ
ほ
ど
で

到
着
。（
徒
歩
１０
分
）

●
大
江
戸
線
若
松
河
田
駅
改
札
出
て
右
に
進
み
、
河
田
口
の
前
が
交
差
点
で
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
２

２
０
Ｍ
ほ
ど
直
進
し
、
そ
の
先
を
右
斜
め
方
向
に
進
み
坂
道
を（
下
り
）２
２
０
Ｍ
ほ
ど
で
到
着
。

※
坂
道
の
右
側
に
は
歩
道
が
な
い
の
で
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
交
差
点
側
を
歩
く
。（
徒
歩
１０
分
）

駐
車
場

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
機
関
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

２０１３年度ＮＰＯ東腎協執行部（案）
２０１３年４月３０日現在

№ 役職名 氏 名 ふりがな ブロック 患者会名・クリニック名

１ 会 長 藤田 吉彦 ふじた よしひこ 中南 小池会

２ 筆頭副会長 小野 誠 おの まこと 多摩 吉祥寺あさひ腎友会 （全腎協副会長）

３ 副会長 戸倉 振一 とくら しんいち 東部 森山友の会 （全腎協社員代表）

４ 副会長 須賀 春美 すが はるみ 中南 虎の門高津会

５ 副会長 梅原 秀孝 うめはら ひでたか 多摩 府中けやき会

６ 事務局長 岸里 悟 きしさと さとる 東部 森山友の会

７ 会 計 軽部 和之 かるべ かずゆき 多摩 立川相互病院透析室希望会

８ 理 事 飯箸 孝太郎 いいはし こうたろう 東部 清湘会記念病院腎友会

９ 理 事 石井 虎二 いしい とらじ 東部 瑞江腎クリニック腎友会

１０ 理 事 板橋 俊司 いたばし しゅんじ 多摩 日野クリニック腎友会

１１ 理 事 糸 修 いと おさむ 多摩 すながわ相互診療所患者会いずみ

１２ 理 事 金井 信憲 かない のぶのり 東部 新江東橋クリニック腎友会

１３ 理 事 齊藤 和巳 さいとう かずみ 多摩 八王子東町クリニック「桑の実会」

１４ 理 事 榊原 靖夫 さかきばら やすお 北部 高中腎友会

１５ 理 事 宿野部 武志 しゅくのべ たけし 中南 腎内科クリニック世田谷患者友の会

１６ 理 事 中村 博 なかむら ひろし 東部 新葛友の会

１７ 理 事 麓 卓治 ふもと たくじ 北部 優人クリニック患者会

１８ 理 事 古木 直之 ふるき なおゆき 北部 鶴田クリニック友の会

１９ 理 事 吉澤 正雄 よしざわ まさお 東部 新小岩クリニック友の会・船堀

２０ 理 事 吉田 芳子 よしだ よしこ 多摩 南大沢パオレ腎友会

２１ 監 事 小関 盛通 こせき もりみち 東部 柳原健腎会

２２ 監 事 山口 登 やまぐち のぼる 多摩 個人会員

２３ 相談役 一ノ清 明 いちのせ あきら 中南 虎の門高津会

２４ 相談役 森 義昭 もり よしあき 中南 虎の門高津会

２５ 相談役 木下 久吉 きのした ひさよし 多摩 あけぼの友の会

２６ オブザーバー 市川 徹 いちかわ とおる 多摩 調布病院腎友会

２７ オブザーバー 酒井 豊 さかい ゆたか 東部 菊川橋クリニック腎友会

２８ オブザーバー 坂本 悦男 さかもと えつお 北部 東海病院ひまわり会

２９ オブザーバー 田崎 勲 たさき いさお 東部 新小岩クリニック友の会・船堀

３０ オブザーバー 清水 陽介 しみず ようすけ 多摩 すながわ相互診療所患者会いずみ

退任理事・オブザーバー
№ 役職名 氏 名 ふりがな ブロック 患者会名

１ 理 事 石田 健郎 いしだ けんろう 多摩 織本病院腎友会

☆
戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
ま
で
の
ご
案
内
☆
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講師：江戸川病院メディカルクリニック篠崎駅西口　フットケアーセンター長
　　　新城　孝道　先生

講演（Ⅱ）「透析患者の運動について」
講師：日本大学附属駿河台病院　循環器内科　鈴木　康之　先生

講演（Ⅰ）「透析と心臓（循環器）」（仮題）

写真左上・学習会、右上・東腎協総会、左下・４０周年祝賀会、右下・国会請願
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